
O.B.I.S. Salmonella

 ピログルタミン酸アミノペプチターゼ(PYRase)とニトロフェニルア
ラニンデアミナーゼ(NPA)の活性を室温で迅速に検出します。

 サルモネラと類似したコロニーを作るCitrobacterやProteusなど
の細菌とサルモネラを5分で鑑別することができます。

分離培地でサルモネラ様のコロニーはどのくらいありますか？
そのうちサルモネラは、どのくらいの割合で検出されますか？

サルモネラの鑑別に費やす時間を節約したいと思いませんか？

特徴

O.B.I.S. (Oxoid Biochemical Identification System) Salmonellaは、食品検査や環境調査
の場における迅速サルモネラスクリーニング用キットとして開発されました。
O.B.I.S. Salmonellaを用いることにより、分離培地上でサルモネラと類似した性状を示す
菌種とサルモネラを鑑別することができます。
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原理 試験方法

サルモネラ分離培地上で発育する腸
内細菌のなかでサルモネラとよく似たコ
ロニーを作る細菌があります。サルモネ
ラはPYRaseやNPAが欠損しているので、
PYRaseを持つCitrobacter spp.やNPAを
持つProteus spp. 、Morganella spp.、
Providencia spp.は、これら酵素を指標と

することでサルモネラと鑑別することが
できます。

O.B.I.S. サルモネラテストカードの
PYRase反応部には、L-pyroglutamic
acid 7-amino-4-methyl coumarinが塗布

されています。発色試薬には、
dimethylamino-cinnamal dehydeが用い
られています。細菌がPYRaseを有して

いれば、この酵素によって基質が分解さ
れ、PYR発色試薬を滴下すると紫色に
発色します。

O.B.I.S. サルモネラテストカードの
NPA反応部にはニトロフェニルアラニン

が塗布されています。ニトロフェニルアラ
ニンが細菌の酵素によって脱アミノ化さ
れると、NPR発色試薬を滴下することに
より茶色に発色します。

OXOIDでは健康面に配慮し、今回開
発したPYRaseテストにβ-naphthylamide
などの発ガン性物質を用いておりません。

1.0.5 mm以上のコロニーを釣菌し、PYR
テスト部とNPAテスト部にそれぞれ塗

布します。各テストに同一のコロニー
を目で見えるくらい塗布してください。

2.各テスト部に緩衝溶液を1滴しみ込ま
せます。

3.テストカードを室温（15~30℃）で5分間
放置します。

4.PYR発色液をPYRテスト部に1滴滴下
します。PYRase活性が陽性であれば
20秒以内で塗布したコロニーの周囲
が鮮やかな紫に発色します。

5.NPA発色液をNPAテスト部に1滴滴下
します。NPA活性が陽性であれば20
秒以内で塗布したコロニーの周囲が
茶色に発色します。

検体
総数

PYRase
陽性数

NPA
陽性数

Salmonella spp. 150 0 0

Citrobacter spp. 56 55※1 0

Proteus spp.
Morganella spp.
Providencia spp.

50 0 50

各細菌の性状

※1 PYRase活性産生のCitrobacterが1検体あった。
これは、PYRaseを産生しないC. youngaeであった。

製品コード 製品名 包装

718570-6 O.B.I.S. サルモネラ 60回
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